
曜日 月

時限 1

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校

2 登校 小テスト5点

3 登校 小テスト5点

4 登校

5 登校 小テスト5点

6 登校

7 登校 中間テスト20点

8 登校

9 登校 小テスト5点

10 登校 小テスト5点

11 登校 小テスト5点

12 登校

13 登校

14 登校 定期試験50点

15 登校

　【使用教科書・教材・参考書】　 

日本化粧品検定テキスト/問題集
筆記用具

準備学習
時間外学習

その日の講義の復習、次の講義の予習を必ずすること。

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
♢出席：出席率70％以上(下回る場合は単位認定は無し、E評価となる)
♢合否：60点以上で合格(A：100～90　B：89～80　C：79～70　D：69～60)
 否(E：評価資格喪失　F：59～0)
実習や習熟度が測れないものはS・U評価

受講生への
メッセージ

皮膚の基礎知識は、これからの生活にとても役に立ちます。

自分の肌を綺麗に保ち、プラスαのトータルビューティの知識をたくさんの人に伝えることができるよう頑張りましょう！

模擬試験実施　２

肌タイプ別の悩みや肌の中の組織についての知識を習得する（乾燥・ニキビ）

肌タイプ別の悩みや肌の中の組織についての知識を習得する（シミ・毛穴）

肌タイプ別の悩みや肌の中の組織についての知識を習得する（くすみ・くま・しわ）

中間試験（選択問題）前週までの内容

基本的なメイクアップの手順や方法など基本テクニックを習得するp.94〜p.107

基礎的な体の仕組みや生活習慣の知識を得る（外的・内的要因）　p.112 p.117

基礎的な体の仕組みや生活習慣の知識を得る（ホルモン・睡眠食事）　p.118〜p.135

基礎的な体の仕組みや生活習慣の知識を得る（紫外線）p.120〜p.125

基礎的な体の仕組みや生活習慣の知識を得る（リンパ・運動・入浴）　〜p.137

模擬試験実施　１

定期試験　筆記試験（選択式問題）

皮膚の働きや構造・生理作用についての基礎知識を習得する　p.67

教員 永岡
【教員実務

経験】

百貨店にて美容部員経験を積み、講師業の他、日本化粧品検定協会認定講師として

美容コラムの執筆活動を行なっている。

【到達目標】

皮膚・化粧品の基本的な知識を習得し、美しくなるための美容知識を人にも伝えることができるようになる。
日本化粧品検定２級に合格する。

　【授業の学習内容】

・皮膚の基本的な構造・肌悩み別に起こるトラブルや原因、解決策について学ぶ。
・美肌になるための生活習慣について学ぶ。

授業計画・内容

オリエンテーション　間違えがちな美容知識のチェック（３級内容）

皮膚の働きや構造・生理作用についての基礎知識を習得する　p.52
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2025年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 日本化粧品検定２級
必修
選択

選択 年次 1 開講区分 ２セメスター（後期）

学科・専攻 トータルビューティ科 授業
形態

演習
単位
時間


